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老
人
福
祉
計
画（
第
９
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た

兵
庫
県
福
祉
部
高
齢
政
策
課

　
兵
庫
県
で
は
、令
和
6
年
3
月
、2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
度

か
ら
2
0
2
6
（
令
和
8
）
年
度
ま
で
の
3
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る「
兵
庫
県
老
人
福
祉
計
画
（
第
9
期
介
護
保
険
事
業
支

援
計
画
）
」を
策
定
し
ま
し
た
。本
計
画
は
、高
齢
化
が
さ
ら
に

進
み
、高
齢
単
独
世
帯
や
高
齢
夫
婦
世
帯
の
増
加
、認
知
症
の
方

の
増
加
と
い
っ
た
介
護
支
援
ニ
ー
ズ
の
さ
ら
な
る
増
加・多
様

化
が
想
定
さ
れ
る
中
、各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
施
策
の
展
開
を
図
る
た
め
の
計
画
と
し
て
お

り
、次
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　 

計
画
の
位
置
づ
け

　

介
護
保
険
法
第
1
1
8
条
で
は
、

都
道
府
県
は
3
年
を
一
期
と
す
る
介

護
保
険
事
業
に
か
か
る
保
険
給
付

の
円
滑
な
実
施
の
支
援
に
関
す
る

計
画
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。本
計
画
は
、老
人
福
祉
法
に
基

づ
く
老
人
福
祉
計
画
と
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
介
護
保
険
事
業
支
援

計
画
を
一
体
的
に
策
定
し
た
法
定
計

画
で
あ
り
、市
町
の
老
人
福
祉
計
画

（
介
護
保
険
事
業
計
画
）
の
実
現
を

支
援
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 

現
状・将
来
推
計  

　
令
和
5
年
2
月
1
日

時
点
の
本
県
の
総
人
口

は
5
3
9
万
2
千
人
で
、

平
成
22
年
以
降
、減
少
し
て

い
ま
す
。一
方
で
、65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は

1
5
7
万
9
千
人
、75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

人
口
は
、介
護
保
険
制

度
が
施
行
さ
れ
た
2
0
0
0
（
平

成
12
）
年
当
時
の
約
38
万
人
か
ら

85
万
9
千
人
に
増
加
し
、今
後
も

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、本
県
の
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
者
数
は
、令
和
5
年
10
月
末

時
点
で
33・8
万
人
、認
定
率
（
第

1
号
被
保
険
者
数
に
占
め
る
認
定

者
の
割
合
）
は
21・0
%
で
す
。今

後
要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
い
後
期
高
齢
者
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、認
定
率
は

徐
々
に
高
く
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
県
内
の
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、令
和
2
年
時
点
で

約
26
〜
27
万
人（
高
齢

者
の
約
16・7
%
〜
17・

5
%
）で
あ
り
、令
和
7

年
に
は
約
30
〜
33
万
人

（
高
齢
者
の
約
18・5
%

〜
20・0
%
）に
な
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、推
定
認
知
症

有
病
率
は
70
〜
74
歳
は

3・6
%
、75
〜
79
歳
は

10・4
%
、80
〜
84
歳
は

22・4
%
、85
歳
か
ら
89
歳
は
44・3
%
、90
歳
以
上
は
64・2
%

で
あ
り
、年
を
重
ね
れ
ば
、誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　 

主
な
課
題

　
こ
う
し
た
現
状
、将
来
推
計
等
を
鑑
み
る
と
、本
計
画
期
間
中

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、①
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
計

画
的
な
整
備
、②
地
域
共
生
社
会
の
実
現
、③
多
様
な
介
護
予

防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
向
け
た
体
制
整
備
、④
高
齢

者
の
保
険
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
、⑤
認
知
症
施
策

推
進
大
網
を
踏
ま
え
た
認
知
症
施
策
の
推
進
、⑥
高
齢
者
が
安

心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
居
住
環
境
の
実
現
、⑦
介
護
人

材
確
保
及
び
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上 

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
、高
齢
者
の
自
立
支
援・重
度
化
防
止
、

多
職
種
連
携
の
推
進
、認
知
症
対
策
の
推
進
、介
護
人
材
の
確
保

及
び
資
質
の
向
上
並
び
に
介
護
現
場
の
生
産
性
の
向
上
、災
害・

感
染
症
対
策
の
推
進
な
ど
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
深
化・推
進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化・推
進

▼
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
-
強
化

　
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
及
び
看
多
機
の
普
及
に
向
け
た
事
業
者

支
援
等
に
よ
り
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
介
護
保
険
施
設
及

び
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、L
I
F
E

（
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
活
用
に
よ
り
、高
齢
者
の

自
立
支
援・重
度
化
防
止
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
が
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

　
市
町
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
支
援
、市
町
事

業
へ
の
伴
走
支
援
等
に
よ
り
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

の
資
質
向
上
、人
材
確
保
や
専
門
職
育
成
支
援
等
に
よ
り
、介
護

予
防・生
活
支
援
の
基
盤
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

▼
医
療・介
護
連
携
の
推
進

　
入
退
院
支
援
、日
常
の
療
養
支
援
、急
変
時
対
応
、看
取
り
等

の
場
面
ご
と
に
、地
域
の
関
係
者
間
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め

の
体
制
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、市
町
が
地
域
に
応
じ
た
取
組

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▼
認
知
症
施
策
の
推
進

　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
た
、か
か
り
つ
け

医
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、認
知
症
の
早
期
発
見・早
期

対
応
の
推
進
、切
れ
目
な
い
医
療
・
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

▼
高
齢
者
住
環
境
の
整
備

　
住
宅
改
修
業
者
登
録
制
度
の
推
進
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
経

費
の
助
成
等
に
よ
り
、高
齢
世
帯
の
住
宅
の
住
み
替
え
や
確
保

と
い
っ
た
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　 

介
護
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
並
び
に

　 

介
護
現
場
の
生
産
性
の
向
上

▼
介
護
人
材
の
確
保
対
策
の
推
進

　
民
間
事
業
者
と
も
連
携
し
た
外
国

人
介
護
人
材
確
保
の
推
進
、提
供

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、介
護
福
祉
士

資
格
の
取
得
支
援
、小
中
高
生
等
へ
の

介
護
の
魅
力
発
信
等
に
よ
り
、多
様

な
人
材
の
参
入
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

▼
業
務
の
効
率
化

　
「
ひ
ょ
う
ご
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

導
入・生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
よ
る
業
務
効
率
化
の
取
組
の
総
合

的
支
援
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、I
C
T

導
入
助
成
等
に
よ
り
、さ
ら
な
る
介

護
現
場
の
生
産
性
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

　 

介
護
保
険
制
度
運
営
の
適
正
化

　
適
正
化
主
要
3
事
業
（
①
要
介
護
認
定
の
適
正
化
、②
ケ
ア

プ
ラ
ン
等
の
点
検
、③
医
療
情
報
と
の
突
合・縦
覧
点
検
）
に
つ

い
て
は
、市
町・認
定
調
査
員・介
護
認
定
審
査
会
委
員
等
を
対

象
と
し
た
研
修
の
実
施
や
伴
走
支
援
等
に
よ
り
、介
護
認
定
に

お
け
る
バ
ラ
ツ
キ
の
平
準
化
、適
正
化
事
業
の
実
施
促
進
、事
業

全
体
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
等
を
め
ざ
し
て
、市
町
の
介
護
保

険
事
業
運
営
の
適
正
化
を
支
援
し
ま
す
。

　 

高
齢
者
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
、生
活
を
継
続
で
き
る
支
援

　

人
口
が
減
少
し
、団
塊
の
世
代
が
さ
ら
に
高
齢
化
す
る
一
方

で
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、元
気
な
高
齢
者

に
は
社
会
の
支
え
手
と
し
て
引
き
続
き
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
持
て
る
力
を
活
か
す
場
の

確
保
の
た
め
、高
齢
者
の
就
労
や
地
域
参
加
、生
涯
学
習
を
さ
ら

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
の
健
康・生
き
が
い
づ
く
り
や

地
域
支
援
活
動
を
行
う
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
齢
者
が
安
全
、快
適
に
活
動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」に
基
づ
く
公
共
施
設
、公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
交
通
安
全・特
殊
詐
欺
対
策
、災
害・感
染
症
対
策
を

推
進
し
ま
す
。

　 

お
わ
り
に

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化・推
進
の
た
め
に

は
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、地
域
の
め
ざ
す
べ
き
方

向
性・目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
沿
っ
て
、市
町
が
中
心
と
な
っ
て

専
門
職
や
地
域
住
民
等
が
相
互
に
連
携
し
、高
齢
化
の
実
態
や

社
会
資
源
に
応
じ
た
積
極
的
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。県
で
は
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、本
計
画
に
基

づ
き
、市
町
支
援
を
含
め
た
様
々
な
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
が
、計
画
を
実
現
す
る
に
は
各
事
業
者

の
皆
様
に
も
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
す
。本
計
画
は
県
H
P
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

高齢者をはじめとする地域住民が安心し、生きがいをもって暮ら
せる地域共生社会の実現に向けた取組の推進
●高齢者の自己決定を尊重し、その持てる能力を発揮しながら生
活を継続できる支援の実施

●医療、介護、予防、住まい、生活支援が地域単位で提供される仕
組みの更なる深化・推進（介護サービス基盤の計画的な整備）

●医療や介護サービス及び地域住民・自治会・NPO等が互いに
連携したサービス・ケアの提供の推進

基
本
目
標

◆介護人材の確保及び資質の向上並びに介護現場の生産性向上に関する施策の三本柱

◆兵庫県における高齢化の進展と将来推計

◆兵庫県における要介護認定者数の推移

◆兵庫県の認知症高齢者数の推計

Ⅰ 多彩な人材の参入促進
〈 3 本 柱 〉

介護のしごと魅力発信
外国人を含めた人材のすそ野の拡大
専門性の高度化で継続的な資質の向上
意欲や魅力に応じたキャリアパスの整備
介護現場の生産性向上
労働環境の改善

Ⅱ 定着促進・キャリア支援

Ⅲ 働きやすい職場づくり

で検索兵庫県老人福祉計画
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令
和
6
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
で
あ
る『
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

的
な
提
供
に
向
け
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
』の
な
か
で
、生
産
性
の
向
上
を
通
じ
て
働

き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

各
事
業
所
が
働
く
環
境
改
善
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、講
師
に
社
会

福
祉
法
人
弘
陵
福
祉
会
理
事
長
の
溝
田
弘
美

氏
を
お
招
き
し『
誰
も
し
ら
な
い
!?
失
敗
し
な

い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導
入
の
本
質
』と
題
し

W
E
B
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
で
、日
本
の
労
働
生
産
性
の
国
際
比
較

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、続
い
て「
な
ぜ
介
護
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
す
る
の
か
」「
20
年
後
の

介
護
」等
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、溝
田
氏
が
理
想
と
す
る
介
護
の
実

現
に
向
け
、『
利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
の
た
め
の

職
員
フ
ァ
ー
ス
ト
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に

2
0
0
3
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
ノ
ー
リ
フ

ト
ケ
ア
の
導
入
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
導
入
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
次
の
点
を
示
さ
れ
た
。

1 

組
織
の
意
識
と
文
化
の
変
革

2 

ス
タ
ッ
フ
の
教
育
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

3 

ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

4 

適
切
な
設
備
と
道
具
の
導
入

5 

チ
ー
ム
の
協
力
と
コ
ラ
ボ

6 

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
改
善

　
ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
の
導
入
に
よ
り
、利
用
者

の
過
剰
な
筋
緊
張
の
緩
和
、拘
縮
・
褥
瘡
の
予

防
や
体
の
歪
み
の
改
善
、介
護
職
員
に
は
腰
痛

の
診
断
者
が
56
%
か

ら
9
%
に
減
少
す
る

な
ど
双
方
に
効
果
が

現
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、働
き
や
す

さ
の
向
上
か
ら
離
職

者
の
減
少
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
次
に
、介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
業
務
改
善
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

　【
入
浴
業
務
の
改
善
】「
利
用
者
と
楽
し
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
」こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、リ
フ
ト
と
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
発
生
装
置

や
ナ
ノ
ミ
ス
ト
バ
ス
等
の
入
浴
機
器
を
導
入

し
、配
置
人
数
を
導
入
前
の
半
分
に
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　【
夜
勤
業
務
の
改
善
】「
楽
し
い
夜
勤
に
し
た

い
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
見
守
り
機
器
を
導
入
し
、

余
裕
時
間
の
増
加
、訪
室
回
数
の
減
少
、夜
勤

に
対
す
る
不
安
解
消
等
の
効
果
が
現
れ
た
。生

ま
れ
た
余
裕
時
間
で
車
い
す
の
洗
浄
を
行
う

な
ど
効
率
的
に
時
間
を
活
用
で
き
て
い
る
。

　　
生
産
性
向
上
に
取
組
む
に
あ
た
り
、ビ
ジ
ョ

ン
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
結
ば
れ
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
、人
材
不
足
の
介

護
業
界
で
離
職
者
を
減
ら
す
に
は
、生
産
性
の

向
上
が
必
要
で
あ
り
、各
事
業
所
が
ロ
ボ
ッ
ト

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
な
ど
生
産
性
の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
き
っ
か

け
に
な
る
と
感
じ
た
。 

　
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
H
P
で
は
、有

意
義
で
す
ぐ
に
役
立
つ
法
定
研
修
を
、W
e
b

で
無
料
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
６
月
の「
従
事
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る

教
育
、研
修
」で
は
、老
人
看
護
専
門
看
護
師 

医
療
法
人
実
風
会
新
生
病
院
看
護
部
長 

鶴
屋

邦
江
氏
に
よ
る「
高
齢
者
の
病
気
の
見
方
と

対
応
」が
令
和
7
年
３
月
末
ま
で
閲
覧
で
き
る
。

以
下
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
病
気
は
老
化
も
あ
り
、非
定
型
的

で
完
治
が
難
し
い
。治
療
が
有
害
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。人
生
の
最
終
段
階
で
あ
る
高
齢
者
に

は
、最
期
ま
で
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
を

支
援
す
る
た
め
、そ
の
意
思
を
尊
重
し
た
医
療

と
ケ
ア
の
提
供
が
必
要
で
あ
る
。自
ら
訴
え
る

こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
、多
職
種
連
携
し
早

期
発
見
、早
期
対
応
も
欠
か
せ
な
い
。具
体
的

に
は
、認
知
症
、老
化
に
伴
う
恒
常
性
維
持
能

力
や
臓
器
機
能
の
低
下
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、脱
水
、便
秘
、薬
物
有
害
事
象
、摂
食
嚥

下
障
害
と
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　
7
月
に
は
、明
石
の
佐
藤
健
宗
法
律
事
務
所
、

三
好
登
志
行
弁
護
士
に
よ
る「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
・
倫
理
お
よ
び
法
令
遵
守
」に
関
す
る
法

定
研
修
が
行
わ
れ
た
。研
修
動
画
を
２
か
月
間

限
定
で
H
P
に
掲
載
し
た
。研
修
は
以
下
の
内

容
で
あ
っ
た
。

　
個
人
情
報
に
は
価
値
が
あ
り
、保
護
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー（
他
人
に

知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
）の
歴
史
は
浅
く
、そ

の
範
囲
は
変
化
し
て
い
く
。個
人
情
報
保
護
法

で
は
、氏
名
、写
真
な
ど
本
人
を
識
別
す
る
情

報
を
①
同
意
を
得
た
目
的
外
に
無
断
で
使

用
す
る
こ
と
②
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
③

適
切
な
管
理
を
怠
っ
た
結
果
、漏
洩
な
ど
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。リ
ス
ク
の
高
い

S
N
S
の
利
用
に
つ
い
て
は
、私
用
は
厳
禁
、

法
人
の
広
報
・
リ
ク
ル
ー
ト
・
利
用
者
の
親
族

へ
の
発
信
の
た
め
だ
け
に
利
用
す
る
、と
い
う

ル
ー
ル
を
作
り
、判
断
に
迷
う
場
合
は
個
人
で

判
断
せ
ず
、管
理
者
や
専
門
家
に
相
談
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

　

倫
理
、法
令
遵
守
と
は
、他
者
に
対
す
る
共

感
、配
慮
、尊
重
で
あ
る
。身
体
的
に
も
、心
理

的
に
も
相
手
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
大
切
で

あ
る
が
、例
え
ば
ク
レ
ー
マ
ー
に
対
し
て
、礼

節
を
も
っ
て
通
常
の
振
る
舞
い
を
行
え
ば
過

剰
に
配
慮
す
る
必
要
は
な
い
。法
律
は
一
定
の

目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
り
、利
益

調
整
の
た
め
の
道
具
で
も
あ
る
。ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
個
人
情
報
、L
G
B
T
Q
や
合
理
的
配
慮

な
ど
の
定
義
も
変
化
す
る
た
め
、対
応
し
続
け

る
こ
と
が
生
き
残
る
道
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
11
月
末
か
ら
は
、精
神
科
認
定
看
護
師 

医
療

法
人
財
団
光
明
会 

明
石
こ
こ
ろ
の
ホ
ス
ピ
タ

ル 

藤
本
清
司
氏
に
よ
る「
精
神
的
ケ
ア
に
関

す
る
研
修
」を
配
信
し
て
い
る
。高
齢
者
ご
本

人
、ご
家
族
、ケ
ア
を
す
る
介
護
現
場
職
員
の

気
持
ち
を
理
解
し
受
け
止
め
る
対
応
の
仕
方

に
つ
い
て
学
べ
、令
和
7
年
3
月
末
ま
で
閲
覧

で
き
る
。

　
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
精
鋭
講
師
陣
に
よ
る

法
定
研
修
の
配
信
を
法
人
内
研
修
と
し
て
是
非

多
く
の
方
々
に
ご
活
用
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

編
集
委
員 

山
下
和
秀

編
集
委
員 

浅
井
愛
子

介護報酬改定の影響調査を実施・分析したものをホームページに掲載しておりま
す。又本調査に基づき厚生労働省と意見交換を行いました。(詳細は、後日発行の
かけはし号外に掲載予定)

◎ 介護保険推進委員会

令和6年度サービス評価事業を実施しています。(本年度評価10施設)

◎ サービス評価委員会

R6年度も前年度に引き続き、当業界の継続的な課題である「人材の確保・定着及
び人材育成、労働環境・処遇改善等」をテーマに掲げて進めています。今年度はア
ンケート結果に基づく課題発掘と対策の検討及びベスプラ施設訪問による取組
状況の確認等を行い、12月20日の「ベスプラ施設取組事例発表会&関連セミ
ナー」でその取組について会員施設の皆様への紹介等を実施しました。

◎ 調査研究委員会

◎ 研修委員会
今年度開催した研修は以下の通りです。
①生産性の向上セミナー(7月29日)、②人生の最終段階に向けての県民フォー
ラム「終末期の過ごし方、あなたは考えたことはありますか?～縁起でもない話
をはじめよう～」(11月19日)、③人生の最終段階における対応向上研修 「終末期
ケアとグリーフケア」(12月3日)
法定研修としては次のＡ～Ｄの配信を行いました。
A.プライバシーの保護の研修、B.倫理・法令遵守に関する研修、C.従事者に対す
る医療に関する研修、D.精神的ケアに関する研修、Ａ・Ｂは配信終了、Ｃ・Ｄは3
月末まで配信中です。
また、介護支援専門員実務研修受講試験対策助成事業として、Web配信教材
や統一模擬試験 (在宅受験)の費用負担(半額助成)を実施しました。
※1月27～28日、施設長研修会を予定しております。ご参加お待ちしております。

12月4日に兵庫県から『県内の養護老人ホームの動向』、カトリック聖ヨゼフ
ホーム平岡総合施設長から『これからの養護老人ホーム』について研修会を開催
しました。

◎ 養護部会

12月16日軽費・ケアハウス部会研修「ケアハウスの困難事例(認知症)について～
事例検討から学ぼう～」を開催しました。

◎ 軽費・ケアハウス部会 

◎ デイ部会
1月14日デイ部会研修『今の時代のレクリエーションについて』をテーマに研修
会を開催します。会員施設の新たな取り組み等の情報をお寄せください。「かけはし」に取り上げさ

せていただきます。特集記事のテーマも募集します。かけはし120号発行は3月を
予定しています。

◎ 編集委員会

12月12日に、県による令和7年度認定施設募集要項説明会を行いました。また、
今年度は、県社協による「ほっとかへんネット」と「地域サポート施設」の両方に
登録している事業所に事例発表をしていただき、テーマに沿ったグループワー
クを行いました。

◎ 地域サポート施設推進事業

部

将来の担い手となる中学生・高校生・大学生やその保護者や未就労者に向けて、介
護業界のPR広告を、SNSを活用し、11月～2月まで数回配信する予定です。今年度
も、中学校・高等学校からの依頼に応じ、介護の仕事の魅力を伝える「出前授業」を
継続し実施、県内中学校1年生へは「楽♪介護」、県内高校1年生には「わたしを叶え
る。」のパンフレットをそれぞれ配布しました。また、介護福祉士養成施設2校で「就
職出前プレゼンテーション」を実施しました。

◎ 介護人材確保推進委員会

第1回目は10月18日に実施し、第2回目は11月25日に実施し、第3回目は年明け
1月23日に実施予定です。

◎ ケアプラン委員会

研修会報告ブロック通信

場
所

W
E
B
研
修

令
和
6
年
度 

生
産
性
の
向
上
セ
ミ
ナ
ー

『
誰
も
知
ら
な
い
！？
失
敗
し
な
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導
入
の
本
質
』

令
和
6
年
7
月
29
日（
月
）開
催

令
和
６
年
度 

法
定
研
修 

配
信

阪神ブロック
●10月24日 第2回施設長会・意見交換会
　「人材について・生産性向上(ICT)について・加算について」
●10月2日 養護老人ホーム情報交換会
　「各施設で抱える課題や疑問について」

丹波ブロック

●9月25日 法改正に対応した契約書・重要事項説明書の解説
   講師:大倉山法律事務所 弁護士　多田 徹氏
●11月18日 ケアプラン研修
　「計画作成にあたっての留意事項」
   講師:姫路・勝原ホーム 統括事務長　藤原重樹氏
●1月開催予定 介護・医療連携研修
　「姫路市におけるACP取り組み」
   講師:姫路市医師会へ依頼予定

姫路ブロック

●12月2日 特養部会研修会
　「ヨガ」
　講師:ヨガ・インストラクター モデル　CHIE氏
●2月14日 予定 養護部会研修会(但馬ブロックと合同研修会)

●11月18日 ケアプラン研修会
　「ケアプラン作成の理念」「ケアプラン作成の基本と留意点」
　講師： 特別養護老人ホームたちばな苑 介護支援専門員　堀井伸浩氏
　 特別養護老人ホーム千鳥会ゴールド 介護支援専門員　原 稔顕氏
●11月22日 給食関係研修会
　「給食等の施設PR用スマホ写真の撮り方&SNSの実践活用術」
　講師:HANAGUMI Photo&Flower 主宰　船積裕子氏
●12月12日 リスクマネジメント研修会
　「福祉施設におけるリスクマネジメントの課題」～事故予防と対応2つの視点～
　講師:SONPOリスクマネジメント株式会社 医療・介護コンサルティング部　泉 泰子氏

淡路ブロック

●10月29日 看護職員研修会
　「摂食・嚥下のメカニズムと介護施設における食事ケアのポイント」
　講師:Seat Table代表 言語聴覚士　笠井幸子氏
　但馬長寿の郷
●10月29日 事務業務研修会
　「組織マネジメントと人材・・・人を育て成果を出す優れたリーダーになるために」
　講 師:G.S.Study代表　柴田悟一氏
　特別養護老人ホーム楽々むら

但馬ブロック

●8月7日 第1回職員研修会
　「認知症は介護が引き受ける」 
　講師:生活とリハビリ研究所代表・一般社団法人考える杖代表理事
　理学療法士　三好春樹氏
　「介護現場で楽しめる介護紙芝居」 
　講師:紙芝居制作実演家・介護福祉士   ピーマンみもと氏
　小野市うるおい交流館エクラにて
●9月26日 第2回職員研修会
　「暮らしから考える排泄ケア 明日からできること」
　講師:(株)はいせつ総合研究所 排泄用具の情報館むつき庵 副所長　熊井利將氏
　小野市うるおい交流館エクラにて
●11月12日 第3回職員研修会
　「元気が出る介護セミナー ～働きやすい職場を私達で作るための7つの勘所～」
　講師:元気が出る介護研究所代表 介護アドバイザー 高口光子氏
　小野市うるおい交流館エクラにて 
●12月4日(水)～5日(木)2日間 第4回職員研修会
　「おむつフィッター3級研修 基礎編」
　講師:(株)はいせつ総合研究所 排泄用具の情報館むつき庵 副所長　熊井利將氏
　小野市うるおい交流館エクラにて 
●1月17日 予定 第5回職員研修会
　「ノーリフティングケア」
　講師:一般社団法人ナチュラルハートフルケアネットワーク 理学療法士 下元佳子氏
　小野市うるおい交流館エクラにて

東播磨ブロック

●9月13日 職員研修会
　「認知症介護基礎研修」
　講師:松原宏樹氏
●1月15日 予定 施設長・管理職研修会
　「介護職の外国人労働者制度の変遷とこれから」
　講師：行政書士　藤本征典氏

西播磨ブロック
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会員 紹 介

　
但
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

豊
岡
市
内
の
南
に
あ
る
自
然
豊
か
な

但
東
町
で
、豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
、定
員
30
名
の
通
所
介
護
事
業
と
し

て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心・安
全
な
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
、生
活
の
一
部
を

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
　
職
員
は
、ご
利
用
者
が
や
り
た
い
と

思
う
事
に
寄
り
添
い
、ご
自
身
で
出
来

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
館
内
で
は
、ご
利
用
者
が
思
い
思
い

に
創
作
活
動
に
励
む
姿
や
、歩
行
訓
練

な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
に
取
組
む
様
子
が

見
ら
れ
ま
す
。完
成
し
た
作
品
は
館
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
飾
り
つ
け
、ご
利

用
者
の
さ
ら
な
る
創
作
意
欲
に
繋
げ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。四
季
折
々

に
、季
節
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
行
事
を
企
画
し
、職
員
と
ご
利
用

者
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
で
味
わ
え

る
一
体
感
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。  

　
最
近
で
は
、職
員
が
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア

も
行
っ
て
お
り
、ご
利
用
者
に
と
っ

て
、よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
、職
場
環
境
の
改
善
に
も
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
園
は
、

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前

年
の
平
成
11
年
に
開
設
し
、地
域
の
皆

様
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
、今
年
で
開

設
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。明
石
市
北

西
部
の
閑
静
な
緑
あ
ふ
れ
る
地
域
に

位
置
し
、目
の
前
に
あ
る
、木
々
に
囲

ま
れ
た
大
き
な
池
に
は
、水
鳥
が
た
く

さ
ん
飛
来
す
る
こ
と
か
ら
、市
内
で
も

有
数
の
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
当
法
人
で
は「
限
り
な
く
家
庭
に
近

い
生
活
が
送
れ
る
介
護
の
実
践
」を
理

念
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
、日
々
心
穏
や
か

に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
に
、温
か
く

家
庭
的
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

共
に
、今
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
歴
史

や
生
活
と
の
連
続
性
を
配
慮
し
た
ケ

ア
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、同
一
敷
地
内
に
は
、当
法
人

が
運
営
す
る
1
0
0
床
の
ユ
ニ
ッ
ト

型
特
養
と
70
床
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
隣
接
し
て
お
り
、各
施
設
間
で
連
携

を
図
り
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を

活
か
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
、地
域

に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
な

る
様
に
職
員
一
同
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
む
れ
さ
き

苑
は
、介
護
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ

る
四
年
前
の
平
成
9
年
に
開
設
さ
れ
、

介
護
保
険
制
度
の
開
始
を
挟
ん
で
今

年
で
二
十
七
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
い

ま
す
。

　

施
設
は
姫
路
市
を
流
れ
る
市
川
の

東
岸
に
あ
り
、市
の
中
心
市
街
地
か
ら

数
キ
ロ
の
近
さ
に
あ
る
一
方
で
、里
山

と
川
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境

も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

開
設
以
来
、利
用
者
の
尊
厳
を
守

る
、共
生
、地
域
と
の
連
携
な
ど
の
基

本
理
念
に
則
り
、社
会
か
ら
求
め
ら
れ

る
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、基
本
理
念
の
利
用
者
の
尊

厳
を
守
る
た
め
、外
部
講
師
を
呼
ん
だ

接
遇
研
修
や
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
修
な
ど
を
実
施
、ま
た
褥
瘡
予

防
、感
染
症
予
防
、拘
束
虐
待
防
止
な

ど
の
委
員
会
活
動
を
活
発
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
保
護
猫
の
飼
育
を
始
め
、

猫
の
手
も
借
り
隊
の
む
ー
隊
長（
隊
員

無
し
）と
し
て
、職
員
や
利
用
者
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
社
会
か

ら
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
伊
丹
南
野
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」は
ご
利
用
者
様

の
思
い
を
大
事
に
し
た
、リ
ハ
ビ
リ
特

化
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

す
。　
事
業
所
名
に
も
あ
る
よ
う
に
現

在
よ
り
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
に
と
の
思
い
で
、理
学
療
法
士
や

介
護
福
祉
士
、看
護
師
な
ど
の
多
職
種

が
連
携
し
、運
動
を
通
じ
て
ご
利
用
者

の
自
立
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、自

宅
で
も
運
動
を
行
え
る
よ
う
に
運
動

の
自
主
性
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。理

学
療
法
士
に
よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を

中
心
に
、1
日
の
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー

は
作
成
せ
ず
、そ
の
日
の
体
調
や
個
々

の
目
標
に
よ
っ
て
運
動
内
容
を
ご
自

身
で
決
定
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
様
と
の
会
話
を
大
切
に

し
、運
動
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

ま
す
。職
員
も
ご
利
用
者
様
の
運
動
へ

の
意
欲
や
頑
張
り
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、

仕
事
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
法
人
の
理
念
で
あ
る「
豊
か
な
明
日

へ
あ
な
た
と
と
も
に
歩
み
ま
す
」の
も

と
、こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
様
、ご
家

族
様
と
と
も
に
リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ
て

豊
か
な
明
日
へ
と
も
に
歩
ん
で
い
け

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

通所介護／但馬ブロック

社会福祉法人 豊岡市社会福祉協議会

施設長名 
〒668-0311　豊岡市但東町出合433-1住所

定員数 30名堀江 優子

TEL 0796-53-4111　FAX 0796-54-0884

但東デイサービスセンター

zaitakuhukusika@toyooka-wel.jp

但東デイサービス
センター

特別養護老人ホーム／東播磨ブロック

社会福祉法人 友愛の里

施設長名 
〒674-0051　明石市大久保町大窪2603-550住所

定員数 50名小森 秀一

TEL 078-934-5028　FAX 078-934-5029

特別養護老人ホーム 友愛園

info@yu-ai.or.jp

特別養護老人ホーム
友愛園

併設事業 短期入所生活介護・通所介護・訪問介護・
居宅介護支援事業所

特別養護老人ホーム
むれさき苑

〒671-0247 姫路市四郷町東阿保44住所
定員数 60名施設長名 髙野 朝光

TEL 079-283-6861　FAX 079-283-6868

特別養護老人ホームむれさき苑

muresaki@themis.ocn.ne.jp
併設事業 

特別養護老人ホーム／姫路ブロック

短期入所生活介護、ケアハウス、通所介護、
居宅介護支援事業所

通所介護／阪神ブロック

施設長名 
〒664-0865 伊丹市南野2丁目3番25号 
伊丹市立生涯学習センター3階

住所
定員数 34名阪本 真一

TEL 072-781-5670　FAX 072-781-5671

伊丹南野ステップアップデイサービスセンター

minami-k@jigyoudan-itami-hyogo.jp

伊丹南野ステップアップ
デイサービスセンター

社会福祉法人 尚紫会

社会福祉法人 伊丹市社会福祉事業団

・
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編集
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※ 賛助会員　1事業所（内訳：団体）

全国で10万人近くの救急搬送者を出した今年の猛暑がやっと去ったと思ったらもう新しい年が目前となりました。
2025年は巳年、「成長と変革の年」だそうです。困難を乗り越えて新たな段階へ進む縁起の良い年にしたいもので
す。。会員事業者の皆様も良いお年をお迎え下さい。来年も会員の皆様にとって有益な情報の収集と提供に努めて
参りますのでよろしくお願いいたします。

 特　養 養　護 軽　費 
ケア デイ

 計

阪　神

東播磨

姫　路

西播磨

但　馬

丹　波

淡　路

計

会
員

ハウス サービス

0

1

0

0

0

0

0

21

18

8

2

6

3

2

◆◆◆青年部会 会員募集中◆◆◆

入会お待ちしております！
入会についてのお問い合わせ、
並びに申込書送付は下記、
青年部会 事務局まで。

老人福祉の増進と老人福祉事業推進のために、老人福祉事業後
継者としての研鑽と会員相互の親睦をはかることを目的とする。

50歳以下の施設長もしくは
施設長の推薦する50歳以下の施設職員
年会費 ： 5，000円
会の趣旨に賛同し、ご支援いただける方
年会費 ： 10，000円

（入会条件）

正 会 員

賛助会員

(目的)

69

62

40

28

25

11

21

5

6

3

5

3

3

4

67

70

40

34

38

11

18

 256 29 1 60 278 624

162

157

91

69

72

28

45

事務局からの
お知らせ  優勝旗の寄贈

　「第12回兵庫県高等学校福祉教育フェア2024」が令和６年７月30日に兵庫県立日高高等学校で
開催されました。このフェアは福祉を学ぶ県内の高校生（公立高等学校福祉科設置校３校　日高高等
学校、龍野北高等学校、武庫荘総合高等学校及び教科福祉を学ぶ学校　多可高校、三木東高校、飾
磨高校等）が交流することで、兵庫県の福祉を元気で明るくできるように意識を高め、親睦を図ること
を目的に開催されています。
　兵庫県老人福祉事業協会は、介護業界の将来の担い手の高校生の熱い想いを応援するため、兵庫
県高等学校福祉部会介護コンテストに優勝旗を寄贈いたしました。
　この大会で優勝した兵庫県立日高高等学校は、その後、近畿大会においても優勝し、全国大会では
厚生労働大臣賞を受賞しました。
　兵庫の高校生がますます活躍できるよう応援していきたいと思います。

【青年部会 事務局】 
特別養護老人ホームヘルシービラ加美 藤岡 ＴＥＬ（0795）35-0777

【青年部会 事務局】 
特別養護老人ホームヘルシービラ加美 藤岡 ＴＥＬ（0795）35-0777
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